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情報通信学会ニュース

NO.88 平成22年５月28日

第27回（平成22年度）情報通信学会大会・総会
および第27回国際コミュニケーション・

フォーラム開催のご案内

財団法人　情報通信学会
会　長　　菅　谷　　　実

本年度の学会大会及び総会は、6月26日（土）、27日（日）、28
日（月）の3日間、東京都新宿区西早稲田の早稲田大学を主催校
として開催されます。この大会は毎年秋に行われている国際コ
ミュニケーション・フォーラムとの同時開催となります。
また、ITS（International Telecommunication Society）とシ

ンポジウム、懇親会を共同開催しています。開催要領、プログ
ラムは別記のとおりです。
なお、本大会は「情報通信月間」の参加行事となっています。

第27回（平成22年度）情報通信学会大会・総会及び
第27回国際コミュニケーション・フォーラム開催要領

開 催 日 平成22年6月26日（土）、27日（日）、28日（月）

会 場 早稲田大学　国際会議場

（東京都新宿区西早稲田1－20－14）

プログラム 別記の通り

定 員 300名

参 加 費 正会員および賛助会員　2,000円

非会員　2,000円（26日、27日のみ）

学部学生は会員・非会員を問わず 1,000円

＊28日（月）の参加は会員のみとなります。

懇 親 会 費 5,000円

申 込 方 法 正会員及び賛助会員の方は同封の申込はがき、

もしくはFAX、E-mailで申込んでください。

会員以外の方は、氏名、住所、勤務先、参加

希望日を記入の上、事務局へE-mailもしくは

FAXで申込んでください。

申 込 期 限 平成22年6月21日（月）必着

資 料 個人研究発表資料は学会ホームページよりダウ

ンロードして各自お持ちください。

URL: http://www.jotsugakkai.or.jp/

総会委任状 学会総会に出席できない正会員は、同封のハガ

キにて委任状を必ず提出してください。

協 賛 情報通信月間推進協議会

合 同 開 催 ITS（International Telecommunication Socie-

ty）2010 Tokyo

申込先および照会先

財団法人　情報通信学会　事務局

〒105-0001 東京都港区虎ノ門3－22－1

秀和第2芝公園3丁目ビル3階

TEL 03-5405-1150 FAX 03-5405-3696

E-mail: jsicr@jotsugakkai.or.jp

URL: http://www.jotsugakkai.or.jp/

第27回情報通信学会は、国際的な学会であるITS（International
Telecommunication Society）との協賛によって開催されます。本
年度は「文化・コミュニケーション・最先端情報技術」“Culture,
Communication and the Cutting Edge of Technology”というITS
との共通のテーマの下で、デジタル技術革新の中で大きく変化す
る情報通信とそれが与える文化やコミュニケーションへの影響に
ついて様々な視角から分析された研究成果を広く交換することを
目的とします。
ITSとの協賛によるシンポジウムでは、ウォーリック大学のマー

チン・ケイブ教授とコロンビア大学のエリー・ノウム教授を招聘
し、英国・欧州ならびに米国におけるデジタル融合の現状と問題
点について講演をいただきます。マーチン・ケイブ教授には欧州
からみた放送・通信の融合、固定・携帯電話の融合とそれに対す
る欧州の政策について、またエリー・ノウム教授には、FCCのブ
ロードバンド計画を含めてインフラ問題とアプリケーションなら
びにその活用に関する政策的な課題について講演をいただく予定
です。
こうした欧州ならびに米国の新たなる動向と政策展開に参照に

しながら、我が国がデジタル融合という時代に対応していかなる
情報通信体系を創造すべきか、またその過程にはどのような問題
点が存在し、解決のためにいかなる研究が求められているかなど
について検討したいと願っております。

財団法人 情報通信学会　事務局
〒105-0001 東京都港区虎ノ門3－22－1

秀和第二芝公園三丁目ビル３階
電話 03 - 5405- 1150 FAX 03 - 5405- 3696
http://www.jotsugakkai.or.jp



1日目 6月26日（土）早稲田大学国際会議場（3階）

第27回学会大会プログラム

お断り：プログラムは、一部変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

２日目 6月27日（日）早稲田大学国際会議場（3階） ３日目 6月28日（月）早稲田大学国際会議場（井深大記念ホール）

時　間 内　　容

12：00～ 受　付

研究会報告

第１会場（１－Ａ）研究会報告 第２会場（１－Ｂ）研究会報告 第３会場（３－Ａ）

13：00～14：30 情報社会研究会
ウェブコンテンツとしての3D
（立体）
映像発表者 関谷隆司

（ステレオアイ）
中村広幸
（芝浦工業大学）

メディア集中に関する研究会
1.ドイツにおけるメディア集中規
制～各規制機関の役割分担・連
携関係について～
発表者 春日教測（近畿大学）
2.メディア集中に関する研究とそ
の経緯
発表者 林紘一郎（情報セキュリ

ティ大学院大学）
モデレータ　山田肇（東洋大学）

ミニFMによるパーソナル・ネッ
トワーキング～関西地域の事例を
もとに～
発表者 和田敬（大阪大学研究生）
子育てはオンラインでできるの
か？－乳幼児を持つ母親のＣＧＭ
利用とサポート・ネットワーク形
成に関する分析－
発表者 天笠邦一

（慶應義塾大学大学院）
口コミガイドラインのゲーム理論
的分析
発表者 吉見憲二

（早稲田大学大学院）

Ⅰ
司会者：中村広幸

（芝浦工業大学）

Ⅱ
司会者：中村清

（早稲田大学）

J1
司会者：富田英典

（関西大学）

14：30～14：40 休憩

青少年インターネット利用環境整
備としての利用者の意識向上政策
に関する考察
発表者 齋藤長行

（慶應義塾大学大学院）

14：40～16：10 情報行動研究会
2010年WIP調査報告－インター
ネット利用行動と利用者の意識－
発表者 石井健一（筑波大学）

小笠原盛浩（東京大学）

地域メディア研究会
ケーブル・コミュニティサービス
の現在と未来
発表者 川瀬隆介（キャッチネッ

トワーク）
若林宗男（ジュピターテ
レコム）
杉山博之（山江村役場）

コメンテータ
脇浜紀子（読売テレビ放送）

Co-evolution of mobile techno-
logy and institutions: The case
of Japanese operators’ transi-
tion from 2G to 3G
発表者 Muhammad Suryanegara

（東京工業大学大学院）
クラウドとモバイルネットワーク
の連携による医薬情報提供活動
発表者 赤羽　淳（信州大学大学院）
2009年衆議院選挙においてネット
上に表出した「政治家」像の功罪
発表者 森岡千穂（東京大学大学院）

Ⅲ
司会者：木村忠正

（東京大学）

Ⅳ
司会者：上原伸元

（東京国際大学）

J2
司会者：西岡洋子

（駒澤大学）

16：10～16：20 休憩

16：20～17：50 情報社会システム研究会
1.「韓国インターネット選挙の成
果と課題」
発表者 高選　圭

（韓国選挙研修院）
2.「変わるメディア、変わる選
挙：アメリカの事例」
発表者 前嶋和弘（文教大学）
討論者 竹下俊郎（明治大学）

清水憲人
（情報通信総合研究所）

ICT将来政策研究会
1.アンビエント社会の到来とその
課題について
発表者 斎藤隆一（KDDI総研）

高崎晴夫（KDDI総研）
2.日本型情報社会のゆくえ
―ガラパゴス化を肯定するか、
否定するか、それとも？―
発表者 濱野智史

（日本技芸リサーチャー）

「ユーザ」に対するアプローチの
諸形態とその変遷
発表者 今江　崇

（電気通信大学大学院）
中国における「三網合一」政策と
IPTVサービスの進展――上海モデ
ルと杭州モデルを事例として
発表者 張　　悦

（慶應義塾大学大学院）
中国社会における間メディア性と
インターネットのメディア的役割
に関する考察
発表者 魏　　然

（学習院大学大学院）

Ⅴ
司会者：清原聖子

（明治大学）

Ⅵ
司会者：土屋大洋

（慶應義塾大学）

J3
司会者：川崎賢一

（駒澤大学）

アーリーバード（大学院生セッション）

時　間 内　　容

9：30～ 受　付

研究会報告 個人研究発表（一般）

第１会場（１－Ａ） 第２会場（１－Ｂ） 第４会場（３－Ｂ）

10：15～11：45 間メディア社会研究会
コミュニケーションの未来予想図
発表者　佐藤尚之（電通コミュニ
ケーション・デザイン・センタ
ー）
コメンテーター

木村忠正（東京大学）
遠藤　薫（学習院大学）

モバイルコミュニケーション研究会
1.「ジオタギングを巡るモバイルコ
ミュニケーションの現状～
Twitter, foursquare, そしてAR～」
発表者 吉田　達（新潟大学）
2.「ケータイ利用とコミュニティ形成の世代
（ライフステージ）間比較」－－テーンエイ
ジャーとママ世代にみる類似性と差異」
発表者 天笠邦一（慶應義塾大学大学院）
3.「モバイルARの社会的影響につ
いて－Adriana de Souza e Siliva
のHybrid Realityをめぐって－
発表者 富田英典（関西大学）

個人情報をベースとしたパーソナ
ライゼーション・サービス利用の
消費者選好に関する研究
発表者 高崎晴夫（KDDI総研）

小野智弘（KDDI研究所）
土生由希子（KDDI研究所）
酒巻隆治（KDDI総研）

接続の業務に関して知り得た情報の
流用に対する規律に関する一考察
発表者 福田雅樹（早稲田大学）

Ⅶ
司会者：藤代裕之

（ジャーナリスト）

Ⅷ
司会者：藤本憲一

（武庫川女子大学）

A
司会者：苗村憲司

（情報セキュリティ大学院大学）

11：45～12：45 昼食・休憩

12：45～14：15 ブロードバンドアクセス回線選択
に関する移動と固定の代替性
発表者 中村彰宏（帝塚山大学）

ネット依存を導く要因～25人の
インタビュー調査より～
発表者 大野志郎（東京大学）

橋元良明（東京大学）
小室広佐子（東京国際大学）
小笠原盛浩（東京大学）
堀川裕介（東京大学）

ネットワーク時代とプロの過失・
重過失について　－証券会社によ
る新規公開株の誤発注事件と民事
上の「錯誤」－
発表者 坂部　望（岡山理科大学）

「通信管理権」と通信の秘密不可
侵との競合関係
発表者 海野敦史（長崎大学）

B
司会者：山下東子

（明海大学）

C
司会者：遠藤薫

（学習院大学）

E
司会者：福田雅樹

（早稲田大学）

14：15～14：20 休憩

14：20～15：50 首都圏における私立大学のWEB
マーケティングに関する一考察
～神奈川県における私立大学受験
生への調査を中心に～
発表者 目黒良門（東京工科大学）

中野嘉貴（DTS）

外資系テレビチャンネルの日本市
場におけるブランド構築
発表者 大場吾郎（佛教大学）

先駆的ネットワーカーのネット遍
歴
発表者 江下雅之（明治大学）

ツイッター等の利用に関する一考
察　～主要国の行政分野での利用
を踏えて～
発表者 西澤雅道（元総務省）

朱　新峰（元中国電信）
消費者生成型メディアと収益構造
に関する考察
発表者 渡辺智暁（国際大学）

庄司昌彦（国際大学）
井上明人（国際大学）
山内真由美
（総務省情報通信政策研究所）

F
司会者：宿南達志郎

（立命館大学）

G
司会者：田中絵麻

（マルチメディア振興センター）

I
司会者：岡田朋之

（関西大学）

アーリーバード（大学院生セッション）

第３会場（３－Ａ）

台東区における注企業間のネット
ワーク構造に関する研究
発表者 李　知修（早稲田大学大学院）

吉見憲二（早稲田大学大学院）

ITガバナンス導入による企業価値
への影響
発表者 栗田克己（早稲田大学大学院）
企業・組織内の情報セキュリティ
意識に関する研究
発表者 金　�蘭（早稲田大学大学院）

J4
司会者：中野幸紀

（関西学院大学）

製品アーキテクチャと移動通信産
業のビジネスモデル
発表者 朴　英元（東京大学）

非線形な動的モデルにもとづく
DSLと光アクセス網の共存につい
て
発表者 池末成明（トーマツ）

インターネットの違法・有害情報
に対する取り組みに関する研究
－韓国を事例に
発表者 金　美林（慶應義塾大学）

インターネットビジネスにおける
IDの連携について
発表者 大森審士

（総務省情報通信政策研究所）
住民イメージ分析に基づく安全・
安心ITに関する考察
発表者 田中康裕（早稲田大学）

針尾大嗣（摂南大学）

新しいスマートフォンの出現によ
る株主価値の変化　－イベントス
タディから得られる示唆－
発表者 寺田真一郎（東京大学大学院）
D
司会者：浅井澄子

（大妻女子大学）

情報通信技術国際規格の知的所有
権に関する一考察
発表者 小倉博行（三菱電機㈱）

坂本　勝（早稲田大学）

ウェブコンテンツとしての地域情
報と立体映像－可能性と課題－
発表者 中村広幸（芝浦工業大学）

中国におけるアニメ視聴と文化政
策への態度－2009年上海のアニ
メフェア参加者の調査から
発表者 石井健一（筑波大学）

地上ディジタル放送への移行：政
策課題と実施を考える日米比較
発表者 ミラー・ジェームス

（アメリカン大学法科大学院大学）

イノベーションとマーケティング
への機能集約によるグローバル展
開に関する事例分析－華為技術の
グローバル展開を例に－
発表者 裘　春暉

（マルチメディア振興センター）

放送コンテンツのインターネット
配信に関する倫理的な問題の合理
的な対応
発表者 児玉晴男（放送大学）

H
司会者：金正勲

（慶應義塾大学）

16：00～17：00 第27回情報通信学会総会　第５会場（２）

18：00～20：00 懇親会（ITS合同　リーガロイヤルホテル）

個人研究発表（一般）

第１会場（１－Ａ） 第２会場（１－Ｂ） 第３会場（３－Ａ） 第４会場（３－Ｂ）

時　間 内　　容

9：30～ 受　付

10：30～11：00 開会あいさつ

早稲田大学総長　白井克彦
ITS会長　エリック・ボーリン
ITS東京2010大会実行委員長　福家秀紀
情報通信学会会長　菅谷　実

11：00～12：30 基調講演

内藤正光（総務副大臣）
「ICT分野における政策展開」
エリー・ノウム Eli Noam（米国・コロンビア大学教授）
「米国におけるデジタル融合：米国リーダーシップの再表明」
マーチン・ケイブ　Martin Cave（英国・ウォーリック大学教授）
「メディア融合と欧州の展望」

12：30～14：00 昼食・休憩

14：00～15：30 パネル・ディスカッション

「デジタル融合再考」
パネリスト
マーチン・ケイブ（英国　ウォーリック大学教授）
エリー・ノウム（米国　コロンビア大学教授）
境真　良（経済産業省　情報U国際戦略情報分析官）
平田正之（株式会社情報通信総合研究所　代表取締役社長）
今川拓郎（総務省　情報流通行政局　企画官）
モデレーター
中村　清（早稲田大学　国際教養学部教授）

１・２日目 6月26日（土）・27日（日）早稲田大学国際会議場（3階ロビー）

ポスターセッション

デジタルネイティブ世代におけるテレビ観についての実証研究
発表者　松下慶太（実践女子大学）

Wikipediaのアーキテクチャと利用者共同作業の分析
発表者　古賀豊（新潟大学）

ケータイする身体の歴史学に向けて　－恋愛ドラマの分析－
発表者　中村隆志（新潟大学）


